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平成 27 年３月期第２四半期累計期間業績予想と実績値との差異 
及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 26 年 5月 9日に公表いたしました平成 27 年 3月期第 2四半期累計期間
（平成 26年 4月 1日～平成 26 年 9月 30 日）の業績予想との差異及び平成 27 年 3月期通期（平成 26年 4 月 1
日～平成 27 年 3 月 31 日）の業績予想を下記の通りといたしましたのでお知らせいたします。 

 
記 

 
業績予想と実績値との差異及び業績予想の修正 
平成 27 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値と実績値との差異（平成 26 年４月１日 ～ 平成 26 年９月 30 日） 

                                          （金額の単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想（A） ２，０００ ２０ ２０ １５ ０．２１ 

実    績    値（B） １，７８３ △１２６ △１２５ △１４０ △１．９６ 

差       額（Ｂ－Ａ） △２１７ △１４６ △１４５ △１５５ ― 

差    額    率（％） △１０．９ ― ― ― ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 26 年３月期第２四半期） 
１，９０６ △６７ △７７ △１６２ △２．２７ 

 
平成 27 年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 26 年４月１日 ～ 平成 27 年３月 31 日） 

（金額の単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想（A） ４，３００ ８０ ７５ ６５ ０．９１ 

今 回 修 正 予 想（B） ４，０００ △９６ △１００ △１２０ △１．６８ 

増   減   額（Ｂ－Ａ） △３００ △１７６ △１７５ △１８５ ― 

増    減    率（％） △７．０ ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 26 年３月期） 
４，０８８ △８４ △６５ △１９８ △２．７８ 
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平成 27 年３月期第２四半期（累計）個別業績予想数値と実績値との差異（平成 26 年４月１日 ～ 平成 26 年９月 30 日） 

                                         （金額の単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想（A） １，１８０ ５ ２ ０ ０．００ 

実    績    値（B） １，１２５ △３８ △３８ △５２ △０．７３ 

差       額（Ｂ－Ａ） △５５ △４３ △４０ △５２ ― 

差    額   率（％） △４．７ ― ― ― ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 26 年３月期第２四半期） 
１，０５８ △１７ △６ △１２ △０．１７ 

 
平成 27 年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成 26 年４月１日 ～ 平成 27 年３月 31 日） 

（金額の単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想（A） ２，４２０ ２５ ２０ １５ ０．２１ 

今 回 修 正 予 想（B） ２，５８０ △１８ △２０ △３７ △０．５２ 

増   減   額（Ｂ－Ａ） １６０ △４３ △４０ △５２ ― 

増   減   率（％） ６．６ ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 26 年３月期） 
２，２９５ △３０ △３０ △７１ △０．９９ 

 

第２四半期累計期間との差異及び通期業績予想の修正の理由 

 当第２四半期累計期間（連結・個別）においては今期経営スローガンに「ＮＥＸＴステージにチャレンジ！」を掲げグ

ループ戦略を再構築するべく、平成 26 年６月に㈱ＴＢグループに「ＬＥＤ＆ＥＣＯ本部」、「ＳＡ＆ＮＢ本部」を設置しセ

グメント別の戦略体制を明確化いたしました。また、長年の赤字の主因であった海外事業の戦略的な撤退を行い、経営改

善を図りました。しかしながら、平成 26 年４月より実施された消費税増税による市況の下振れに伴う販売不振は一旦回復

の兆しが見えたものの想定以上に長期化し当第２四半期連結会計期間にまで影響を受けました。また、円安による仕入価

格高もあり業績は予想を下回るものとなりました。セグメント別には次のとおりであります。 

〔ＬＥＤ＆ＥＣＯ事業〕 

 ＬＥＤ表示機及び屋外用デジタルサイネージは、消費税増税等から地方中小料飲食店及びサービス業の市況の下振れに

ともない販売会社向けの出荷は不振となりました。また、天候不順もあり、売上高及び営業利益ともに低迷が続きました。

なお、ＬＥＤ照明群は、チェーンストア等の販売が伸長しました。 

〔ＳＡ機器事業〕 

  売上高の減少の主因は、海外事業撤退による減少と消費税増税による反落によるものであります。利益面では、円安

による仕入価格高と事業開発投資増加により、海外事業撤退による改善効果は限定的となりました。 

通期の業績予想につきましては、下半期予測は上半期実績に比べ増収増益を予想しておりますが、通期では上半期の損

失が大きく下方修正となります。 

この下半期計画を達成するため、中核事業の増収増益を図るために健全パートナー販社網を強化いたします。また、新

規事業を「共創」と「協業」で強化しトータルソリューション事業展開をさらに進行させ、グループ各社の「身の丈化」

を図り販管費の削減及び効率化により黒字化を目指しております。セグメント別には次のとおりであります。 

〔ＬＥＤ＆ＥＣＯ事業〕 

業界初の「スマートフォン入力対応システム／多言語対応表示機・デジタルサイネージ」並びに「フルカラーモデル」

を下半期に投入して活性化を図ります。特に、「デジタルサイネージシリーズ新商品」と「フルカラーＬＥＤ表示機」は、

年末商戦に向けて市場投入いたします。 

〔ＳＡ機器事業〕 

「タブレット端末」及び「スマートフォン」対応のセルフオーダーリングシステム「オーダーキャッチ」及び「レジキ

ャッチ」等のシステム商材で顧客層を拡大し、顧客密着型ビジネスを強化します。海外事業の戦略的撤退による人材他を、

ＮＥＸＴステージ商品である電子決済を含む商品やサービスの開発に投入し収益の多様化を図ります。 

  

（注）本資料における業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、実際の業

績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

以上 
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